
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 5 月 6 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究代表者の専門分野：認知言語学 

科研費の分科・細目：言語学・言語学 

キーワード：共感覚的比喩、一方向性仮説、言語普遍性、身体性、五感 

 
１．研究計画の概要 
この研究は、言語普遍性の現象のひとつと

される「共感覚的比喩」の「一方向性仮説」
について、主な言語を対象に調査を行うもの
である。なおこれまで英語と日本語以外の言
語について十分に調査は行われていない。 
本研究では「各言語の共感覚的比喩体系に

は、様々な多様性が認められる」という仮説
を立てて検証する。本研究は人間の生理学的
普遍と文化等によって異なる経験的基盤と
の兼ね合いに関する考察であることから、言
葉の意味に関する重要なテーマの一部を担
うものである。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2007年度～2009年度の 3年間で、中国語、
英語、タイ語、ドイツ語、タガログ語、韓国
語、フランス語、ロシア語、アラビア語、マ
レー語、スペイン語、ベンガル語、ポルトガ
ル語および日本語の計 14 言語における「視
覚→他の感覚」（一方向性仮説に反する例）
および「触覚→他の感覚」（一方向性仮説に
従う例）ついて調査を行った。14言語全体に
おける触覚表現と視覚表現の割合について、
すべての被験者がすべての転用例を「言え
る」と判断した場合を 100%とすると，触覚表
現は 38%，視覚表現は 17%の例が自然である
と認められた。このうち，「視覚」表現のな
かの「視覚→聴覚」を除く例が一方向性仮説
に反する例であり，平均 11.3%の例が自然で
あると認定された。以上，この調査結果全体
を振り返ると，転用の傾向としては「視覚表
現」に比べ「触覚表現」の方が多く存在する
といえるが，視覚表現からの転用も各言語に
一定数存在することがわかった。また，これ

ら「視覚」表現のうち「視覚→聴覚」を除く
一方向性仮説に反する例に注目すると，例え
ば「視覚→触覚」表現は英語において多くの
反例が存在し(38%)，中国語やアラビア語に
も一定数の用例が存在する(ともに 17%)。ま
た「視覚→味覚」表現はやはり英語が最も多
く(33%)，次いで中国語(22%)，日本語，スペ
イン語，韓国語に一定数の用例が存在する
(19-15%)。「視覚→嗅覚」へは最も多く用例
が認められ，やはり英語に目立って多く認め
られたほか（42%），日本語(24%)，スペイン
語（18%）と続き，中国語，アラビア語，ド
イツ語はともに 15%という結果を得た。 
 (2)これまでの調査で得たデータを裏付け
るため、次に挙げる言語については海外へ赴
き、インフォーマントの数を約 60 人に増や
し更なる調査を行った。 
・英語、およびフランス語（2008年度） 
・スウェーデン語（2009年度） 
なおこれら三つの言語については、視覚と触
覚からの転用のみならず、他の感覚（味覚、
嗅覚、聴覚）からの転用例についても併せて
調査した。 
 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

当初に挙げた計画は、主な言語 20 における

一方向性仮説ついて調査するというもので

あった。現在までのところ 15 の言語につい

ては調査済であり残り 5言語を残すのみとな

ったが、当初に計画していなかった次の 2 点
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についても併せて調査が進んでいる。 

・60名を対象とした調査を行いしかるべき数

のインフォーマントを得たことで、データの

信憑性をより高めることが出来た（英語、フ

ランス語、スウェーデン語）。 

・韓国語、タイ語、スウェーデン語について

は、「味を表す言葉」の収集についても調査

を始めておりデータをまとめている。これは

本研究の主旨である「人間の生理学的普遍と

文化等によって異なる経験的基盤との兼ね

合いに関する考察」に直接関わるものであり、

本研究が今後も更に広がっていく可能性を

示すものである。 

 
４．今後の研究の推進方策 

残り5言語に関する調査を滞りなく実行す

る。さらに「味を表す言葉」に関する調査に

ついても調査を進め、日本語を含めたアジア

の言語の結果と、今後予定されているヨーロ

ッパの言語との結果を照らし合わせ、言語普

遍性をめぐる考察をいっそう深めたいと考え

ている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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